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牛舎環境改善の重要性 

「クリーンな牧場・クリーンな牛乳」という本があります。きれいな牛舎で高品質な牛
乳を搾り、「おいしいよ！」と胸を張って販売できるよう、環境美化と乳質を向上させ
たいものです。 
その対策として、牛舎換気の違いによるアンモニア濃度について整理してみました。 
保温を重視するＢ牧場は換気に消極的で湿った臭気の強い牛舎で牛乳を搾っています。
一方、Ａ牧場のように、少しくらい寒くとも新鮮な空気を入れ、牛舎を乾燥した状態に
おきたいもので、その方が、「牛の健康と牛乳の品質」にも良いとされています。 
消費者も生産者も年も、みんなにとって快適な牛舎環境を追求したいものです。 

牛舎内の温度とアンモニア濃度 （天北農試 １９９３年） 

乳牛の乳期別飼養管理
乳牛には乾乳期と泌乳期があり、更に、前期、中期、後期に細分されます。乳牛を健康
に飼育し、高い生産性を確保するためには乳期の特徴に合わせた飼養管理が必要です。 

牛の乳期別特徴とその留意点、ならびに具体的な対応策 

天北地域の農業地帯区分とその特徴
天北地域の気象条件をみると、夏季
は冷涼多湿で、冬季は積雪が早く、



根雪期が長いために、土壌凍結がみ
られません。 
また、土壌的には、台地土は表土が
薄く、理学性の不良な重粘土が主体
で、低地土は地耐力、保肥力の小さ
い泥炭土が草地の基盤となっていま
す。 
しかし、天北地域を少し詳細にみれ
ば、地帯によって気象や地形、土壌
条件が大きく異なっています。 
地域の農業関係者との約束として農
業地帯区分がなされていれば、技術
開発や営農指導が効率的に行うこと
ができます。 
ここには、天北地域の農業地帯区分
としてオホーツク海沿岸地帯、日本
海沿岸地帯、内陸地帯の３区分を提
案したが、今後は、これをたたき台
として科学的検討を加え、関係者の
納得できる地帯区分図作成の糸口になることを期待しています。 

天北地域における農業地帯の比較（１９８４～１９９３年の平均値） 

泥炭草地科より 

泥炭草地科は昭和５７年に前身である天塩支場から現在の天北農試（浜頓別町）への移
転・統合に伴って設置されました。 
天塩支場では泥炭地の草地造成技術や適草種・品種の選定に成果をあげてきました。 
移転後は頓別原野に泥炭試験地を設けて、植生の安定・維持・採食性の向上、不等沈下
対策等を明らかにしてきました。 
現在は、地耐力の維持を図る草地更新技術と草地環境容量、家畜糞尿有効利用等環境に
配慮しつつ生態系の保全を目指した試験研究課題に取り組んでいます。 
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